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　歴
史
観
光
の
案
内
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ

ド
と
し
て
活
動
す
る
福
田
さ
ん
。「
キ
リ
シ

タ
ン
史
跡
の
な
か
で
も
一
番
そ
の
様
子
を
物

語
っ
て
い
る
。」と
い
う「
妻
子
別
れ
の
石
」に

案
内
し
て
い
た
だ
き
、こ
こ
に
ま
つ
わ
る
歴

史
を
教
え
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　福
田
さ
ん
は
大
村
の
キ
リ
シ
タ
ン
史
跡

に
つ
い
て
、「
キ
リ
ス
ト
教
に
関
す
る
歴
史
は

奥
深
い
。世
界
文
化
遺
産
登
録
を
目
指
す

五
島
の
教
会
群
は
、大
村
藩
か
ら
の
移
住

者
が
信
仰
を
続
け
て
き
た
結
果
で
す
。敬

意
を
表
し
た
い
。」と
思
い
を
馳
せ
ま
す
。

　訪
れ
や
す
く
な
っ
た
仏
の
谷
に
つ
い
て
も
、

「
周
辺
整
備
は
と
て
も
意
義
が
あ
り
、大
村

の
キ
リ
シ
タ
ン
史
跡
の
核
に
な
る
。」と
語
り

ま
す
。「
こ
の
周
辺
に
は
知
ら
れ
て
い
な
い
史

跡
が
散
在
し
て
い
て
、一
日
楽
し
め
る
コ
ー
ス

が
で
き
る
。」と
期
待
を
寄
せ
て
い
ま
す
。

こ
こ
か
ら
歴
史
が
動
い
た…

キ
リ
シ
タ
ン
史
跡
の
核
に

「郡崩れ」発端の地とされる
仏の谷の岩穴

↑山道整備の完成を祝いテープカット。カト
リック長崎大司教区の祝福式や植松教会聖
歌隊のコーラスなどが行われました。

↓新しく設置されたロープを頼りに、急斜面
（山道約200メートル）を登ると岩穴に到着
します。

↑岩穴に着くとどことなく神秘的な雰囲気。
約350年前、キリシタンたちはここで聖なる
祈りを捧げていたのでしょう…。

山
道
の
周
辺
整
備
が
完
成

　
萱
瀬
地
区
中
岳
町
の
山

あ
い
に
、キ
リ
シ
タ
ン
史
跡
の

岩
穴「
仏
の
谷
」が
あ
り
ま

す
。潜
伏
キ
リ
シ
タ
ン
が
捕

ま
っ
た
事
件「
郡
崩
れ
」の
発

端
の
地
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
岩
穴
ま
で
は
険
し
い

山
道
で
し
た
が
、ロ
ー
プ
な
ど

を
取
り
付
け
、山
道
を
整

備
。案
内
看
板
や
観
覧
テ
ラ

ス
も
設
置
し
、国
道
４
４
４

号
沿
い
の
萱
瀬
ダ
ム
下
に
あ

る「
ふ
れ
あ
い
広
場
」か
ら
訪

れ
や
す
く
な
り
ま
し
た
。

キ
リ
シ
タ
ン
巡
礼
の
地
と
し
て

　
日
本
初
の
キ
リ
シ
タ
ン
大

名
・
大
村
純
忠
が
治
め
た
大

村
は
、キ
リ
ス
ト
教
と
関
わ

り
が
深
く
、関
連
の
史
跡
も

数
多
く
存
在
し
ま
す
。

　「
長
崎
の
教
会
群
と
キ
リ

ス
ト
教
関
連
遺
産
」の
世
界

文
化
遺
産
登
録
を
前
に
、キ

リ
シ
タ
ン
巡
礼
の
地
と
し
て

の
観
光
活
用
が
期
待
さ
れ
て

い
ま
す
。

歴史観光ボランティアガイドの会　会長

福田 正三郎さん

Interview

　こ
の
山
の
持
ち
主
で
あ
る
山
田
さ
ん
。

「
小
さ
い
こ
ろ
、祖
父
母
に
岩
穴
が
あ
る
こ

と
は
聞
い
て
い
た
が
、ま
さ
か
郡
崩
れ
の
発

端
の
岩
穴
だ
っ
た
と
は
。昔
は
道
さ
え
な
か
っ

た
は
ず
。ど
う
や
っ
て
あ
の
岩
穴
を
探
し
出

し
た
の
か
不
思
議
。」と
驚
い
た
様
子
。「
イ

モ
堀
り
に
行
っ
た
帰
り
に
、こ
の
山
の
木
の

実
を
楽
し
み
に
、け
も
の
道
を
登
っ
て
い

た
。」と
思
い
出
を
振
り
返
り
ま
す
。

　以
前
は
登
り
口
が
分
か
ら
ず
、「
よ
く
道

を
尋
ね
ら
れ
た
。」と
い
う
山
田
さ
ん
。整
備

さ
れ
、観
光
名
所
に
な
る
こ
と
に
、「
昔
、土

石
流
が
起
こ
っ
て
岩
が
ご
ろ
ご
ろ
し
て
い

る
。岩
場
も
す
べ
り
や
す
い
の
で
、登
山
が
で

き
る
格
好
で
来
て
く
だ
さ
い
。先
祖
代
々

守
っ
て
き
た
山
で
す
か
ら
、ぜ
ひ
マ
ナ
ー
を

守
っ
て
歴
史
の
ロ
マ
ン
に
触
れ
て
ほ
し
い
。」と

話
さ
れ
ま
し
た
。

ま
さ
か
こ
の
山
に…

潜伏キリシタンが発覚した事件「郡崩れ」の
発端の地といわれる岩穴。郡村の少年がキ
リシタンの絵像を密かにまつり、祈りをささ
げていたといわれています。

仏の谷キリシタン洞窟
（中岳町）

「仏の谷」の山道の地権者

山田　勉さん

Interview
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キ
リ
シ
タ
ン
大
名
の
誕
生

　
大
村
純
忠
は
当
時
、肥

前
最
強
を
誇
っ
て
い
た
島
原

の
有
馬
家
か
ら
養
子
に
迎

え
ら
れ
、大
村
家
第
18
代
領

主
と
な
り
ま
す
。１
５
６
２

年
に
は
、横
瀬
浦
を
開
港

し
、南
蛮
貿
易
を
開
始
。そ

の
後
、福
田
、長
崎
と
続
け

て
開
港
し
、今
日
の
異
国
情

緒
あ
ふ
れ
る
長
崎
の
き
っ
か

け
を
つ
く
り
ま
し
た
。純
忠

は
翌
年
、洗
礼
を
受
け
て
日

本
初
の
キ
リ
シ
タ
ン
大
名
に

な
り
ま
す
。

　
１
５
８
２
年
に
は
、他
の
キ
リ
シ
タ
ン
大
名
と

と
も
に
、４
人
の
少
年
を「
天
正
遣
欧
少
年
使

節
」と
し
て
ロ
ー
マ
に
派
遣
。大
航
海
を
無
事
に

乗
り
越
え
た
一
行
は
、ヨ
ー
ロッ
パ
各
地
で
大
歓

迎
を
受
け
、８
年
５
か
月
の
長
旅
の
末
、進
ん

だ
技
術
や
知
識
を
持
ち
帰
り
、日
本
文
化
の

発
展
に
大
き
な
影
響
を
与
え
ま
し
た
。

大村のキリシタン史跡
殉教の哀史

大村純忠が、ヨーロッパを見聞さ
せ日本を紹介するためにローマに
派遣した4少年の像。彼らの出港
400年を記念して建立。

天正遣欧少年使節顕彰之像
（森園町）

郡崩れの逮捕者が別れを惜しみ、
家族と水盃を交わしたと伝わる
所。涙でぬれた石は、今でもコケ
が生えないと伝えられています。

妻子別れの石
（杭出津3丁目）

郡崩れで、藩内の潜伏キリシタン
が捕えられ、この場所で処刑さ
れました。その様子を描いた銅板
のレリーフが建っています。

放虎原殉教地
（協和町）

郡崩れで処刑された131人の首
を、長崎街道沿いの人の往来が
多いこの場所でさらしたといわ
れています。

獄門所跡
（松並1丁目）

郡崩れの受刑者の胴体を埋めた
場所といわれています。受刑者
の復活を恐れ、胴と首を分けて
埋めたと言い伝えられています。

胴塚跡
（桜馬場2丁目）

郡崩れの受刑者の首を埋めた場
所といわれています。胴体を埋め
た場所から500メートルほど離れ
た場所に葬られました。

首塚跡
（原口町）

この付近が、大村で初めて2人
の宣教師が処刑された場所とい
われています。

帯取殉教地跡
（今富町）

大村家の家臣の墓と伝えられる
キリシタン墓碑。仏式の墓のよう
に見せていて、大村の複雑な宗
教事情を物語っています。

今富のキリシタン墓碑
（今富町）

天
正
遣
欧
少
年
使
節
顕
彰
之
像

←
12
分（
0.9
㌔
）

放
虎
原
殉
教
地

←
13
分（
１
㌔
）

妻
子
別
れ
の
石

←
７
分（
0.5
㌔
）

大
村
藩
主
大
村
家
墓
所（
本
経
寺
）

←
18
分（
1.4
㌔
）

獄
門
所
跡

←
14
分（
1.1
㌔
）

胴
塚
跡

←
15
分（
1.2
㌔
）

首
塚
跡

←
40
分（
2.9
㌔
）

森
園
公
園

市内では数少ないキリシタン様
式の墓碑の一つ。1653年の銘
が刻まれています。

田下のキリシタン様式墓碑
（田下町）

半楕円形の石材に花十字とロー
マ字銘が刻まれた珍しい様式の
墓碑。市立史料館に保管・展示し
ています。

原口郷出土のキリシタン墓碑
（東本町）

外国人宣教師ら30数人が5年
間閉じ込められていた牢屋の
跡。長崎の西坂と大村の放虎原
で殉教したといわれています。

鈴田牢跡
（陰平町）

「
郡
崩
れ
」　
１
６
５
７
年

禁
教
時
代
の
大
事
件

こ
お
り
く
ず
れ

天
草
四
郎
の
生
ま
れ
変
わ
り
現
る

　
島
原
・
天
草
の
乱
の
後
は
、取
り
締
ま
り

が
徹
底
さ
れ
、キ
リ
シ
タ
ン
は
い
な
く
な
っ
た

と
思
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
し
か
し
、長
崎
に
住
ん
で
い
た
池
尻
理
左

衛
門
は
、大
村
の
郡
村
に
住
む
兵
作
と
い
う

男
か
ら
、「
郡
村
の
矢
次
と
い
う
所
に
、天
草

四
郎
の
生
ま
れ
変
わ
り
と
い
う
神
童
が
現
れ
、

萱
瀬
村
の
山
奥
に
不
思
議
な
絵
を
隠
し
持
っ

て
、奇
妙
な
術
を
説
い
て
い
る
。」と
い
う
話
を

聞
き
ま
し
た
。理
左
衛
門
は
キ
リ
シ
タ
ン
の

話
だ
と
悟
り
、す
ぐ
に
役
人
に
伝
え
ま
し
た
。

　
兵
作
は
捕
え
ら
れ
、大
村
藩
は
長
崎
奉

行
か
ら「
藩
内
に
キ
リ
シ
タ
ン
が
い
る
。」と
知

ら
さ
れ
大
騒
ぎ
に
。す
ぐ
に
捜
査
が
始
ま

り
、兵
作
の
妻
子
や
近
親
者
、萱
瀬
村
の
山

中
の
隠
れ
家
に
集
ま
っ
て
い
た
信
者
た
ち
が

次
々
に
捕
え
ら
れ
ま
し
た
。

　
天
草
四
郎
の
生
ま
れ
変
わ
り
と
呼
ば
れ

　
日
本
初
の
キ
リ
シ
タ
ン

大
名「
大
村
純
忠
」が
治

め
て
い
た
大
村
。そ
の
歴
史

を
物
語
る
数
々
の
キ
リ
シ

タ
ン
に
関
す
る
史
跡
が
残

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
昨
今
は
、国
内
だ
け
で

な
く
、海
外
か
ら
も
巡
礼

者
が
訪
れ
、注
目
を
集
め

て
い
ま
す
。安
土
桃
山
時

代
に
始
ま
る
、４
０
０
年

前
の
歴
史
に
思
い
を
馳
せ

な
が
ら
、ぜ
ひ
一
度
訪
ね
て

み
て
く
だ
さ
い
。

た
少
年
は
、名
を
六
左
衛
門
と
い
い
、そ
の
家

族
が
密
か
に
キ
リ
ス
ト
教
の
信
仰
を
続
け
て

い
ま
し
た
。そ
れ
は
、長
年
の
間
に
日
本
の
風

習
と
交
じ
り
合
い
、ま
じ
な
い
に
似
た
力
で

多
く
の
信
者
を
引
き
付
け
ま
し
た
。信
者
た

ち
は
、萱
瀬
の「
仏
の
谷
」に
あ
る
岩
穴
に
集

ま
り
、祈
り
を
さ
さ
げ
て
い
た
と
い
い
ま
す
。

多
く
の
犠
牲
者
を
出
す
大
事
件
に

　
事
件
は
、郡
村
か
ら
萱
瀬
村
、江
の
串

村
、千
綿
村
へ
と
広
が
り
、逮
捕
者
は
６
０
３

人
に
の
ぼ
り
ま
し
た
。取
り
調
べ
の
結
果
、４

０
６
人
が
処
刑
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、数
が

多
か
っ
た
た
め
、長
崎
、佐
賀
、平
戸
、島
原

な
ど
で
処
刑
さ
れ
ま
し
た
。

　
大
村
で
処
刑
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
１
３

１
人
は
、大
村
牢
か
ら
２
０
０
人
の
武
士
の

警
護
の
中
連
行
さ
れ
ま
し
た
。途
中
、「
妻
子

別
れ
の
石
」で
家
族
な
ど
と
最
後
の
別
れ
を

許
さ
れ
、水
盃
を
交
わ
し
た
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。悲
し
み
の
涙
で
ぬ
れ
た
石
は「
涙
石
」と

呼
ば
れ
、今
も
コ
ケ
が
生
え
な
い
と
言
い
伝
え

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
受
刑
者
は
、そ
こ
か
ら
８
０
０
メ
ー
ト
ル

ほ
ど
離
れ
た
刑
場
の
放
虎
原
へ
と
向
か
い
殉

教
。市
内
に
は
、「
郡
崩
れ
」の
殉
教
者
を
し

の
ぶ
顕
彰
碑
が
建
て
ら
れ
、そ
の
霊
を
慰
め

て
い
ま
す
。

大村純忠が晩年を過ごした館が
あった場所です。発掘調査では、
純忠時代の建物跡や碗などが
見つかりました。

大村純忠終焉の居館跡
（荒瀬町）

おすすめ巡礼コース
歩
い
て
ぶ
ら
り

大
村
キ
リ
シ
タ
ン
巡
礼
コ
ー
ス

startstart

goalgoal

キ
リ
ス
ト
教
の
繁
栄
と
弾
圧
　

　
南
蛮
貿
易
の
始
ま
り
と
と
も
に
、領
内
で
は

急
速
に
キ
リ
ス
ト
教
が
広
ま
り
、最
盛
期
は
す

べ
て
の
領
民
が
改
宗
し
、約
６
万
人
が
信
徒
と

な
り
ま
す
。宣
教
師
の
要
求
の
も
と
、領
内
の
神

社
や
寺
院
が
す
べ
て
破
壊
さ
れ
、領
内
に
は
教

会
が
建
ち
並
び
ま
し
た
。さ
ら
に
純
忠
は
、貿

易
の
利
益
を
確
か
な
も
の
に
す
る
た
め
、長
崎
・

茂
木
を
イ
エ
ズ
ス
会
に
寄
進
。布
教
と
南
蛮
貿

易
の
拠
点
と
し
て
栄
え
ま
し
た
。

　
し
か
し
、１
５
８
７
年
、純
忠
の
死
後
、キ
リ

ス
ト
教
に
対
す
る
考
え
方
が
大
き
く
変
わ
り
ま

す
。豊
臣
秀
吉
は「
伴
天
連
追
放
令
」を
発
令

し
、宣
教
師
へ
の
弾
圧
が
始
ま
り
ま
し
た
。そ
の

弾
圧
は
江
戸
時
代
に一
層
厳
し
さ
を
増
し
、信

仰
も
禁
止
さ
れ
ま
す
。こ
の
情
勢
を
察
知
し
、

純
忠
の
息
子
・
喜
前
は
日
蓮
宗
に
改
宗
。大
村

家
の
菩
提
寺
と
し
て
本
経
寺
を
建
立
し
ま
す
。

こ
れ
は
、キ
リ
シ
タ
ン
で
あ
っ
た
大
村
家
が
棄
教

し
た
こ
と
を
内
外
に
示
す
た
め
の
も
の
で
、仏

教
の
信
仰
を
よ
り
明
確
に
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
か
っ
た
特
殊
な
事
情
が
う
か
が
え
ま
す
。

日本初のキリシタン大名
大村純忠

多良山系のふもとで険しい谷の
中にある仏の谷。この岩穴で密
かにキリスト教の信仰を行って
いたと言い伝えられています。

詳しい場所や地図は「おお
むらキリシタンマップ」に掲
載しています。また、「おお

むら観光ナビ」の
ホームページにも掲
載していますので、
ぜひご覧ください。

禁教時代の銘が刻まれた大村家
家老の墓石の下から発見された
青銅製の大型メダル。市立史料
館に保管・展示しています。

大村家歴代藩主とその一族の
墓。キリシタン禁教令で改宗した
大村家の菩提寺として建てられ
ました。高さ6ｍを超える墓碑も。

本経寺大村藩主大村家墓所
（古町1丁目）

よ
し
あ
き

えん

さ
か
ず
き

メダリオン「無原罪の聖母」
（東本町）

特集 ＋ 大村の キリシタン史跡
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キ
リ
シ
タ
ン
大
名
の
誕
生

　
大
村
純
忠
は
当
時
、肥

前
最
強
を
誇
っ
て
い
た
島
原

の
有
馬
家
か
ら
養
子
に
迎

え
ら
れ
、大
村
家
第
18
代
領

主
と
な
り
ま
す
。１
５
６
２

年
に
は
、横
瀬
浦
を
開
港

し
、南
蛮
貿
易
を
開
始
。そ

の
後
、福
田
、長
崎
と
続
け

て
開
港
し
、今
日
の
異
国
情

緒
あ
ふ
れ
る
長
崎
の
き
っ
か

け
を
つ
く
り
ま
し
た
。純
忠

は
翌
年
、洗
礼
を
受
け
て
日

本
初
の
キ
リ
シ
タ
ン
大
名
に

な
り
ま
す
。

　
１
５
８
２
年
に
は
、他
の
キ
リ
シ
タ
ン
大
名
と

と
も
に
、４
人
の
少
年
を「
天
正
遣
欧
少
年
使

節
」と
し
て
ロ
ー
マ
に
派
遣
。大
航
海
を
無
事
に

乗
り
越
え
た
一
行
は
、ヨ
ー
ロッ
パ
各
地
で
大
歓

迎
を
受
け
、８
年
５
か
月
の
長
旅
の
末
、進
ん

だ
技
術
や
知
識
を
持
ち
帰
り
、日
本
文
化
の

発
展
に
大
き
な
影
響
を
与
え
ま
し
た
。

大村のキリシタン史跡
殉教の哀史

大村純忠が、ヨーロッパを見聞さ
せ日本を紹介するためにローマに
派遣した4少年の像。彼らの出港
400年を記念して建立。

天正遣欧少年使節顕彰之像
（森園町）

郡崩れの逮捕者が別れを惜しみ、
家族と水盃を交わしたと伝わる
所。涙でぬれた石は、今でもコケ
が生えないと伝えられています。

妻子別れの石
（杭出津3丁目）

郡崩れで、藩内の潜伏キリシタン
が捕えられ、この場所で処刑さ
れました。その様子を描いた銅板
のレリーフが建っています。

放虎原殉教地
（協和町）

郡崩れで処刑された131人の首
を、長崎街道沿いの人の往来が
多いこの場所でさらしたといわ
れています。

獄門所跡
（松並1丁目）

郡崩れの受刑者の胴体を埋めた
場所といわれています。受刑者
の復活を恐れ、胴と首を分けて
埋めたと言い伝えられています。

胴塚跡
（桜馬場2丁目）

郡崩れの受刑者の首を埋めた場
所といわれています。胴体を埋め
た場所から500メートルほど離れ
た場所に葬られました。

首塚跡
（原口町）

この付近が、大村で初めて2人
の宣教師が処刑された場所とい
われています。

帯取殉教地跡
（今富町）

大村家の家臣の墓と伝えられる
キリシタン墓碑。仏式の墓のよう
に見せていて、大村の複雑な宗
教事情を物語っています。

今富のキリシタン墓碑
（今富町）

天
正
遣
欧
少
年
使
節
顕
彰
之
像

←
12
分（
0.9
㌔
）

放
虎
原
殉
教
地

←
13
分（
１
㌔
）

妻
子
別
れ
の
石

←
７
分（
0.5
㌔
）

大
村
藩
主
大
村
家
墓
所（
本
経
寺
）

←
18
分（
1.4
㌔
）

獄
門
所
跡

←
14
分（
1.1
㌔
）

胴
塚
跡

←
15
分（
1.2
㌔
）

首
塚
跡

←
40
分（
2.9
㌔
）

森
園
公
園

市内では数少ないキリシタン様
式の墓碑の一つ。1653年の銘
が刻まれています。

田下のキリシタン様式墓碑
（田下町）

半楕円形の石材に花十字とロー
マ字銘が刻まれた珍しい様式の
墓碑。市立史料館に保管・展示し
ています。

原口郷出土のキリシタン墓碑
（東本町）

外国人宣教師ら30数人が5年
間閉じ込められていた牢屋の
跡。長崎の西坂と大村の放虎原
で殉教したといわれています。

鈴田牢跡
（陰平町）

「
郡
崩
れ
」　
１
６
５
７
年

禁
教
時
代
の
大
事
件

こ
お
り
く
ず
れ

天
草
四
郎
の
生
ま
れ
変
わ
り
現
る

　
島
原
・
天
草
の
乱
の
後
は
、取
り
締
ま
り

が
徹
底
さ
れ
、キ
リ
シ
タ
ン
は
い
な
く
な
っ
た

と
思
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
し
か
し
、長
崎
に
住
ん
で
い
た
池
尻
理
左

衛
門
は
、大
村
の
郡
村
に
住
む
兵
作
と
い
う

男
か
ら
、「
郡
村
の
矢
次
と
い
う
所
に
、天
草

四
郎
の
生
ま
れ
変
わ
り
と
い
う
神
童
が
現
れ
、

萱
瀬
村
の
山
奥
に
不
思
議
な
絵
を
隠
し
持
っ

て
、奇
妙
な
術
を
説
い
て
い
る
。」と
い
う
話
を

聞
き
ま
し
た
。理
左
衛
門
は
キ
リ
シ
タ
ン
の

話
だ
と
悟
り
、す
ぐ
に
役
人
に
伝
え
ま
し
た
。

　
兵
作
は
捕
え
ら
れ
、大
村
藩
は
長
崎
奉

行
か
ら「
藩
内
に
キ
リ
シ
タ
ン
が
い
る
。」と
知

ら
さ
れ
大
騒
ぎ
に
。す
ぐ
に
捜
査
が
始
ま

り
、兵
作
の
妻
子
や
近
親
者
、萱
瀬
村
の
山

中
の
隠
れ
家
に
集
ま
っ
て
い
た
信
者
た
ち
が

次
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し
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。
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呼
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